
大規模土砂災害への今後の対策に関して議論！
～那智勝浦町で大規模土砂災害対策技術センター運営会議を開催～

大規模土砂災害対策技術センター
（近畿地方整備局・国土技術政策総合研究所・近畿技術事務所・紀伊山系砂防事務所）

R6.10.23

大規模土砂災害対策技術センターは、平成23年の紀伊半島大水害を契機として、大規模土砂災害に対
応するための研究・開発、土砂災害対策に関わる人材の育成等を目的とし、平成26年に近畿地方整備局
が設立した組織であり、和歌山県那智勝浦町を拠点として活動しています。
今回は那智勝浦町に構成員が集まり、無人化・自動化施工技術やUAVを活用した調査点検監視技術な
どについて、達成状況や今後の実施方針を確認、議論しました。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大規模土砂災害対策技術センター
〒649-5302 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町市野々3027-6 TEL：0735-55-0820

自動化施工やUAVによる調査等の最新技術の活用状況を踏
まえた、今後の大規模土砂災害対策について話し合いました。

○開会あいさつ
○今後の土砂災害対策について検討

＜開催日＞令和6年10月10日
＜場所＞大規模土砂災害対策技術センター

（和歌山県土砂災害啓発センター内）

【来賓】堀 町長
和歌山県 那智勝浦町

主な
取組内容

大規模土砂災害
対策技術センターの

今年も那智勝浦町で開催
していただいてありがたい。これから
も地域の防災力の向上に努めてい
くためにも大規模センターと協力させ

ていただきたい。

常山 センター長
近畿地方整備局
河川部長

https://www.kkr.mlit.go.jp/kiisankei/center/詳しくはこちら▶

▼マスコミにも取り上げていただきました

https://www.tv-wakayama.co.jp/news/detail.php?id=81344
▼テレビ和歌山WTVニュース WEB

大規模センターでの研究
や活動は、近畿に限らず全国で
求められている。今後も国民の
安全のため議論していきたい。

◀WEBも活用して開催

天然ダムの決壊等に
よる被害予測を行う
ため、ドローンを活用
して迅速に調査する
手法などを検討してい
ます。


